
　消防団は、地域の防災リーダーとして「自分たちのまちは自分た
ちで守る」という郷土愛護の精神のもと、地域住民が安全に安心し
て暮らせるよう、年間を通して訓練や火災予防などの啓発活動に
取り組んでいます。また、近年の気象変化による局地的な豪雨など
の自然災害や、発生が懸念される大規模地震への対応など、地域に
より密接した消防団への期待はさらに高まっています。
　しかし、高齢化や人口減少などを理由に、全国的に団員数は減少
しており、本市においても団員の人材確保が課題となっています。
より力強い消防団を作るためには、性別を問わず、学生、地域の企
業に勤務されている皆さまの入団が、ぜひとも必要です。
　今後も地域防災の担い手となる人材確保に尽力しつつ、団員同
士の協調性と士気を高めながら、消防団活動に精励していきます。
引き続き、市民の皆さまのご理解とご支援をいただきますよう、お
願い申し上げます。
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